
令和8年6月定例会　議決結果（令和8年6月29日議決分）
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【請願・陳情】 委員長報告

陳
情

7年－11

旧姓の通称使用の法制化を求める陳情

研究留保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × 23 11 34 研究留保 起立

陳
情

８年－４

農家・生産者への所得補償制度の法制化を求める陳情

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × 20 14 34 不採択 起立

陳
情

８年－５

自衛隊員の政治的中立性の確保を求める意見書の提出につ
いて

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × 23 11 34 不採択 起立

不採択 起立× ○ ○ 33 1 34○○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ 議 ○○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
陳
情

８年－７

高等学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安
全確保を求める陳情

不採択 ○ ○

無所属

委員長報告に対する賛否

議決結果
表決
方法

表
決
者
数

賛
成
者
数

反
対
者
数

議案等
番　 号

自由民主党 民主とっとり 公明党

件　　　　　　名

夫婦同姓制度を維持するとともに、
国民が求めている「婚姻に伴う改姓

鳥取県議会から国に対して、自衛隊

農家・生産者が安定的に農業生産
でき、かつ、消費者へ安定的に供給

鳥取県において、高等学校におけ
る平和教育及び修学旅行・校外学習
の政治的中立性、適正性、安全性を
確保するため、次のとおり陳情いたし
ます。
１ 高等学校における平和教育の政
治的中立性に関する基本方針を確
認すること。

教育基本法第14条の趣旨に沿い、
教師の指導内容、使用教材、外部講
師・語り部・市民団体等の招へい又
は関与が、特定の政党・政治団体・
政治運動の立場に偏ることのないよ
う確認すること。また、事実を基に諸
資料や多様な情報を活用しながら、
生徒が多面的・多角的に考え、主体
的かつ公正に判断できる平和教育と
なるよう、教育委員会としての方針及
び学校への指導上の留意事項を改
めて確認すること。
２ 保護者への説明責任と修学旅
行・校外学習の安全管理を徹底する
こと。

修学旅行・校外学習の目的、訪問

先、活動内容、移動手段、外部関係

者の関与、安全管理体制について、

保護者に事前に十分説明すること。

併せて、文部科学省通知の趣旨を踏
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陳
情

８年－８

大規模風力発電事業等の許認可に自治体の同意を要件とする
電気事業法等の改正を求める陳情

趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 30 4 34 趣旨採択 起立

陳
情

８年－９

国旗損壊罪の新設に反対する意見書の提出について

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × 26 8 34 不採択 起立

陳
情

８年－10

皇室の伝統に基づく安定的皇位継承の国会論議促進を求める
陳情

趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ × 22 12 34 趣旨採択 起立

陳
情

８年－11

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を図るための、2027年
度政府予算に係る意見書採択について

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × 23 11 34 不採択 起立

不採択 起立× ○ ○ 33 1 34○○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ 議 ○○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
陳
情

８年－７

高等学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安
全確保を求める陳情

不採択 ○ ○

鳥取県議会から国に対して、大規
模風力発電事業等の許認可に立地
自治体の同意を要件とするよう、電気

保護者に事前に十分説明すること。

併せて、文部科学省通知の趣旨を踏

まえ、行程や活動内容に応じた危険

性の事前把握、事業者の安全管理

体制の確認、緊急時対応及び引率

体制の徹底を図ること。
３ 過去の修学旅行・平和学習等の
記録を確認すること。

教育委員会又は学校に保存されて

鳥取県議会から国に対して、国旗損

鳥取県議会から国に対して、皇位の
安定的継承に関する法整備について
の論議を進め、その総意を速やかに

鳥取県議会として、以下の事項を
国の関係機関に要請すること。
１ 高等学校での35人学級を早急に
実施すること。また、さらなる学級編
成標準の引き下げ等少人数学級に
ついて検討すること。
２ 学校の働き方改革・長時間労働
是正を実現するため、加配教員の増
員や少数職種の配置増など教職員
定数改善を推進すること。
３ 自治体で国の標準を下回る「学級
編成基準の弾力的運用」の実施がで
きるよう加配定数の削減は行わない
こと。
４ 教職員の処遇について、新規採
用を持続的に確保し、専門性を発揮
し意欲をもって働くことができるよう、
改善に必要な財政措置を講じること。
５ 自治体が実効性のある働き方改
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× × × × × ×

陳
情

８年－13

国家情報会議設置法の廃止を求める意見書の提出について

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 32 2 34 不採択 起立

陳
情

８年－14

個人情報保護法改正に反対する意見書の提出について

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × 25 9 34 不採択 起立

※議案等の詳細については、鳥取県議会ホームページ（県議会の動き／定例会・臨時会の概要）をご覧ください。

【凡例】

賛 否 欄

議 決
結 果 欄

不採択 起立○ ○ × 26 8 34○○ ○ ○ ○ ×○ ○ ○ ○ 議 ○○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
陳
情

８年－12

いわゆるスポットワークに係る労働者保護体制の整備について

不採択 ○ ○

「○」賛成　　「×」反対　　「議」議長　　「副」副議長が議長の職務を代理　　「棄」棄権　　「除」除斥　　「欠」欠席　　「－」議場に不在であり、表決しなかった議員

議案は、「可決」「修正議決」「同意」「承認」「認定」「否決」「継続審査」「撤回承認」等の区分により記載しています。
請願・陳情は、「採択」「趣旨採択」「不採択」「研究留保」「審議未了」の区分により記載しています。
　※「趣旨採択」とは、願意が妥当であって、実現の可能性がある程度認められるが、願意どおりに認められないものをいいます。
　※（措置済）と記載があるものは、国又は執行部等において措置済みのため願意が概ね実現されており、議会として重ねて措置を講じる必要がないことを理由とするものです。

いわゆるスポットワークに係る労働
者保護体制の整備のため、次の４項
目を内容とする意見書を提出するこ
と。
１ スポットワークに関して、企業側に
おける一方的な都合による解雇が横
行しており、一方的都合による解雇
の抑止、万が一の解雇・休業するに
場合おいては、厚生労働省ガイドライ
ンに照らし、休業手当の適切な適用
によって労働者の保護が図られるべ
きであること。
２ 労働契約とは、労働者が使用者
に「労務を提供」し、使用者がその対
価として「賃金を支払う」ことを約する
契約であるが、賃金の受取にレ
ビューを要求され、労働基準法の観
点から問題がある。給料の受取に、
労働者側のみに強制的にレビューを
させるプラットフォーマーもあり、これ
は、給料と引換えにしたレビューで企
業側に有利な制度設計になっており、
改善がなされるべきこと。

３ 男女雇用機会均等法（雇用の分

野における男女の均等な機会及び待

遇の確保等に関する法律）及び労働

施策総合推進法（労働施策の総合的

鳥取県議会から国に対して、個人情
報保護法改正に反対し、法律が成立

鳥取県議会から国に対して、国家情


